
平 成 2 1 年 度 第 5 回 理 事 会 抄 録  
日 時 ： 平 成 2 1 年 11 月 2 1 日 （ 土 ）  1 3： 0 0～ 1 5： 4 0  
場 所 ： (社 )日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所 1 0 階 会 議 室  
出 席：中 村（ 会 長 ）、山 根、岩 瀬（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事 務 局 長 )、古 川 、

長 尾 、 岩 崎 （ 監 事 ）、 大 熊 、 香 山 、 土 井 、 早 川 、 山 本 （ 常 務 理 事 ）、

生 田 、 大 丸 、 苅 山 、 北 山 、 坂 井 、 陣 内 、 谷 、 東 、 三 澤（ 理 事 ）、 久 保

田 （ 部 長 ）、 小 賀 野 、 五 百 川 （ 委 員 長 ）、 関 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）  
Ⅰ 審 議 事 項  
1 .日 本 作 業 療 法 士 連 盟 と の 協 力 関 係 に つ い て （ 案 ）（ 中 村 会 長 ） 1 2
月 6 日 に 作 業 療 法 士 の 政 治 団 体 と し て 「 日 本 作 業 療 法 士 連 盟 」 が 設

立 さ れ る に 当 た り 、 協 会 と の 協 力 関 係 に つ い て 、 次 の 事 項 を 検 討 さ

れ た い 。 ① 協 会 は 政 治 課 題 を 連 盟 と 共 有 し 、 連 盟 は そ れ に 沿 っ て 活

動 す る 。 ② 国 政 選 挙 に お け る 議 員 候 補 者 の 団 体 推 薦 は 連 盟 を 窓 口 と

し て 行 う 。 ③ 協 会 は ｢協 会 ニ ュ ー ス ｣に 連 盟 の 広 報 記 事 を 掲 載 す る こ

と が あ る 。④ 協 会 は 5 月 の 発 送 物 の 中 に 連 盟 が 作 成 し た 広 報 媒 体 を

無 料 で 同 梱 す る 。⑤ 上 記 と 別 に 連 盟 が 協 会 員 に D M 等 の 配 布 を 希 望

し た 場 合 は 、 発 送 作 業 は 協 会 が 行 い 、 発 送 物 の 作 成 及 び 発 送 に 係 る

全 費 用 は 連 盟 の 負 担 に て 行 う 。こ の 提 案 に 対 し 、「 協 会 の 封 筒 を 使 っ

て 送 付 す る こ と に な る の か 」｢個 人 情 報 の 点 で 問 題 が 起 こ ら な い よ う

に 周 知 す る 必 要 が あ る ｣等 の 意 見 が 出 さ れ た が 、詳 細 は 後 に 詰 め る こ

と と し て 承 認 さ れ る 。 → 承 認  
2 .平 成 2 1 年 度 第 二 次 補 正 予 算 （ 案 ） に つ い て （ 久 保 田 財 務 部 長 ）

① 特 別 会 計 補 助 金 に つ い て 。 前 年 度 ま で 対 応 し て き た 特 別 会 計 補 助

金 を 廃 止 し 、協 会 か ら 学 会 へ の 貸 付 金 と す る 提 案 が さ れ る 。→ 承 認  
② 第 二 次 補 正 予 算 に つ い て 。 組 織 改 編 と 事 業 内 容 の 見 直 し 等 に よ り

減 額 補 正 が 可 能 。 計 1 3 , 1 8 2 , 0 0 0 円 の 減 額 補 正 の 提 案 。 → 承 認  
3 .平 成 2 2 年 度 重 点 活 動 項 目 （ 案 ） に つ い て （ 小 賀 野 企 画 調 整 委 員

長 ） 9 月 理 事 会 、 1 0 月 三 役 会 、 運 営 調 整 会 で の 意 見 を も と に 、「 主

要 目 標 」 か ら ｢重 点 活 動 項 目 ｣へ 名 称 を 変 え 、 今 年 度 重 点 を 置 く 項 目

を 具 体 的 に 示 し た も の と し て 再 提 案 し た 。 一 部 文 言 の 点 で 意 見 が 出

さ れ た が 、 具 体 的 で 動 き や す い と い う 意 見 も 出 さ れ 、 承 認 さ れ る 。

→ 承 認  
4 .平 成 2 2 年 度 収 入 予 算 （ 案 ） に つ い て （ 久 保 田 財 務 部 長 ） 会 費 収

入 の 算 出 方 法 を 変 更 し た 結 果 、 正 会 員 数 は 3 万 8 0 1 0 人 と 見 込 ま れ

る 。正 会 員 会 費 未 納 が 例 年 並 み の 1 2 %程 度 あ る と み な し 、実 質 的 な

収 入 を 、 事 業 収 入 を 含 め 4 億 7 2 8 2 万 円 と し た 。 組 織 率 の 点 で 質 問

が あ っ た が 、 承 認 さ れ る 。 → 承 認  
5 .平 成 2 2 年 度 課 題 研 究 助 成 制 度 推 進 課 題 に つ い て （ 苅 山 学 術 部 担

当 理 事 ） 11 題 の 応 募 の う ち 、 6 題 を 採 択 と し た 。 助 成 金 額 に つ い て

は 申 請 金 額 の 7 0 %で あ る 。こ れ に 対 し 、採 択 さ れ た 6 題 と も 大 学 所



属 申 請 者 で 、 臨 床 現 場 か ら の 申 請 が す べ て 不 採 択 で あ る の は 、 臨 床

事 例 、 ト ピ ッ ク ス 的 な も の へ の 迅 速 な 対 応 を と い う 当 初 の 協 会 の 趣

旨 か ら 外 れ る 、 申 請 の 仕 方 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 も 考 え る 必 要 が あ る

等 の 意 見 が 多 く 出 さ れ 、持 ち 帰 り 検 討 す る こ と と な る 。→ 継 続 審 議  
6 .平 成 2 2 年 度 会 員 管 理 シ ス テ ム 接 続 士 会 の 募 集 に つ い て （ 荻 原 調

査 部 担 当 理 事 ） 接 続 さ れ て い な い 士 会 に 対 し て 会 員 管 理 シ ス テ ム 接

続 士 会 を 募 集 す る 。 接 続 さ れ な い 理 由 は 何 か 、 申 込 み が な く て も 支

給 し て は ど う か 等 の 意 見 が 出 さ れ る 。 連 絡 協 議 会 、 協 会 双 方 か ら 導

入 を 働 き か け る こ と で 承 認 と な る 。 → 承 認  
7． 2 0 1 4 年 W F O T 世 界 大 会 の 運 営 委 託 業 者 の 選 定 に つ い て （ 山 根

W F O T 世 界 大 会 組 織 委 員 長 ） 4 社 に よ る コ ン ペ の 結 果 2 社 に 絞 り 込

ん だ 。 最 終 決 定 を お 願 い し た い と い う 提 案 に 対 し 、 会 社 規 模 、 財 務

体 質 、予 算 の 立 て 方 等 の 資 料 が 不 足 で あ る と い う 意 見 が 多 数 出 さ れ 、

継 続 審 議 と な る 。 → 継 続 審 議  
8 .｢作 業 療 法 士 教 育 の 最 低 基 準 （ 改 訂 第 2 版 ） ｣に つ い て （ 東 養 成 教

育 部 担 当 理 事 ）1 月 発 行 予 定 の 最 低 基 準 の 中 の ｢教 員 の う ち 少 な く と

も 1 名 以 上 は 認 定 作 業 療 法 士 で あ る こ と ｣に つ い て 、 猶 予 期 間 を 設

け て は ど う か と い う 提 案 が さ れ る 。 5 年 間 の 猶 予 期 間 で 可 能 か 等 の

意 見 が 出 さ れ た が 、 こ の 方 向 で 承 認 と な る 。 → 承 認  
9 .日 本 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 工 学 協 会 と の 共 同 事 業 に 関 す る 協 議 に つ

い て （ 中 村 会 長 ） 福 祉 機 器 コ ン テ ス ト の 共 同 開 催 の 依 頼 が 今 年 も あ

り 、｢協 議 の 場 を 設 け た い ｣旨 の 返 信 を し た 結 果 、「 担 当 者 間 で の 直 接

協 議 を 進 め た い ｣と の 回 答 が あ っ た 。こ の 担 当 を 福 祉 用 具 部 担 当 の 早

川 理 事 に お 願 い し た い 。 → 承 認  
1 0 .会 員・賛 助 会 員 の 入 退 会 に つ い て（ 荻 原 事 務 局 長 ）会 員 死 亡 退 会

1 名 、 三 報 社 印 刷 株 式 会 社 の C 会 員 入 会 の 報 告 。 → 承 認  
Ⅱ .報 告 事 項  
1 .第 4 3 回 学 会 監 査 及 び 平 成 2 1 年 度 の 協 会 会 計 中 間 監 査 の 結 果 に つ

い て （ 古 川 監 事 ） 学 会 監 査 は 福 島 県 か ら の 助 成 金 が 未 入 金 で あ る の

で 、 仮 監 査 で は あ る が 、 財 務 諸 表 等 問 題 な く 作 成 さ れ 、 よ く 努 力 し

て 運 営 さ れ た 。 中 間 監 査 に つ い て は 財 務 を 中 心 に 経 費 削 減 の 努 力 は

認 め ら れ る 。 研 修 会 参 加 人 数 に つ い て は 、 実 施 内 容 に 関 す る 再 点 検

が 必 要 。  
2 .第 4 4 回 、 4 5 回 全 国 研 修 会 に つ い て（ 北 山 事 業 部 担 当 理 事 ）第 4 4
回 島 根 県 、 第 4 5 回 群 馬 県 で 開 催 さ れ た 。 島 根 4 8 2 名 、 群 馬 4 0 2 名

と 多 く の 参 加 者 が 得 ら れ 、 ア ン ケ ー ト の 結 果 も 満 足 度 が 高 い と い う

評 価 を 得 ら れ た 。 第 4 6 回 は 高 知 県 、 4 7 回 は 茨 城 県 で 行 う 。  
3 .全 国 理 学 療 法 士 ・ 作 業 療 法 士 学 校 連 絡 協 議 会 の 相 談 役 の 推 薦 に つ

い て （ 中 村 会 長 ） 三 役 で 検 討 の 結 果 、 東 養 成 教 育 部 担 当 理 事 を 推 薦

す る 。  



4 .渉 外 活 動 報 告     書 面 報 告  
（ 香 山 精 神 障 害 ・ 認 知 症 問 題 担 当 理 事 ） 精 神 障 害 者 の 地 域 移 行 に 向

け て の 人 材 養 成 の た め の 委 員 会 の プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 費 の 事 業 と し て

研 修 セ ミ ナ ー を 東 京 、 島 根 、 仙 台 で 行 う 。 当 協 会 も 研 修 の 案 内 を ホ

ー ム ペ ー ジ 等 を 通 し て 行 う 。  
以 上  


